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大学院への進学状況
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近年の社会の複雑化に対応するために、高度な専門知識の重要性が高まっていま
す。高度な専門知識の獲得方法の最有力な方法として、大学院で学ぶことがあげ
られるのではないでしょうか。そこで、大学院への進学状況について、名古屋大学
と国立6大学（北海道大学、東北大学、東京大学、京都大学、大阪大学、九州大学）
の進学状況を比較してみました。
学部卒業後の大学院進学率に注目すると、名古屋大学も国立6大学も共に約
55%前後で推移しています。名古屋大学の方が若干高いです。

一方、修士課程修了後の大学院進学率については、国立6大学が17％～20％で
推移しているのに対して、名古屋大学は13%～16%の範囲で推移しており、名
古屋大学の方が若干低いことが分かります。
国立6大学それぞれの状況や他の国公立大学の状況は、こちらの
サイト（https://web.cshe.nagoya-u.ac.jp/research/ir/16/）
から確認することができます。ぜひご興味のある大学の状況もご
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【データ】大学改革支援・学位授与機構「大学基本情報」（https://portal.niad.ac.jp/ptrt/table.html）にある30go_2_1を加工して作成。

グラフで見る名大生 [22]
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『大学と教養教育：戦後日本における模索』

センターによる各種セミナーや新刊などの情報をメールでお知らせしていま
す。本サービスへのご登録は、センターWEBページの「情報配信サービス登
録はこちら」よりお申込ください。

高等教育研究センタースタッフ（2024年7月現在 〔　〕内は専門領域）
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読んでおきたい
この1冊
Great Books on University

　本書は、戦後日本の大学に「一般教育」が導入され
て以降60年間にわたる、教養教育カリキュラムと組
織の変遷過程を丹念に追いかけたものです。序章で
は、米国大学の教養教育の成り立ち、現在のカリキュ
ラム構成や課題について解説しながら、「教養教育
カリキュラム」を理解するための枠組みを提示して
います。この序章を読んだだけで、著者の米国の学

士課程教育のカリキュラム制度、教養教育に対する
造詣の深さ、分析視点の緻密さに圧倒されます。（そ
れでもまだ本論は始まっていないのです！）
　第一章からは、いよいよ、日本の教養教育カリキュ
ラムの導入時期から現代にいたるまでの挑戦と葛藤
が描かれます。かつて日本の大学では専門教育が主
体でした。そこへ「一般教育」を導入するという「世

界に例を見ないユニークな実験（290頁）」が行われ
たのです。理念的な合意も曖昧なままに始まった教
養教育は、大学の一部を構成するものとして、今やし
っかり根を下ろす存在になっています。
　導入時期の「とりわけ日本の実験で困難をきわめ
たのが、担当組織と担当教員の問題であった（292
頁）」ことは、現代でも全く解決に至っていないこと
が第四章で明かされています。本書を読み終えたと
き、「カリキュラムは組織と人の問題である」ことが
深く理解できます。私自身の学生時代、特に博論執
筆よりも前に出会っていたかった一冊です。
　　　　　　　　　　　　　　　　（安部有紀子）
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吉田 文 著
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　ファカルティ・ラーニング・コミュニティ（FLC）は大学教育の向上を

目的とした、教職員による学びのコミュニティです。その定義は、「自

発的に組織され、6人から12人程度の分野横断的な教職員から成

り、年間を通じて教育向上を実践するためのコミュニティ」を基本とし

つつ、時流とともに少しずつ変わっています。FLCの活動に対しては

16の提案があり、その中には大学での役割や専門分野が異なるメン

バーを含めることや、楽しく継続的に行えるように食事を共にするな

ど参加者間の交流を深めることが含まれています(Cox 2024)。

　1979年にマイアミ大学で開発されてから45年が過ぎ、FLCは

多くの機関で多様な形で取り組まれています。例えば、当初は北米の

初期キャリア大学教員を対象としましたが、韓国やシンガポールなど

アジアの大学も含めた世界中の高等教育機関にて多様な職階の教

員に対して実施されるようになりました。現在ではオンラインで活動

するヴァーチャルFLCもあります。

　FLCは、大学組織内の連携を阻む縦割りの壁を取り除き、コミュニ

ティ意識を醸成するのに役立つとされます。例えばオクラホマ大学で

は、カリキュラム全体に芸術と創造性を浸透させることを目的とした

大学イニシアチブを達成するためにFLCが用いられ、タフツ大学で

は学問分野に即した教育改善プロジェクトがFLC活動を通じて複数

立ち上がっているそうです。

　日本の大学関係者がFLCに積極的に取り組む可能性はあるのでしょ

うか。大学教職員の抱えるストレスや逼迫している研究・業務時間は、

FLCの中心地である米国のみならず世界的に共通する課題です。こ

れらは日本でも看過できない状況にあり、成功事例の文脈を十分に考

慮しない矢継ぎ早の新たな活動提案には慎重にならざるを得ません。

他方で、教職員にとっても意義のある「学び」を促すには他者との繋

がりが重要です。学習のための共同体である実践コミュニティ

（Communities of practice: Cops）も広がる中で、FLCというア

プローチはよりよい大学環境を作るための一定の可能性を持つよ

うに思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　（加藤真紀）

Higher Education Glossary
高等教育にまつわる用語集

ファカルティ・ラーニング・コミュニティ
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ア
シ
ス
タ

ン
ト
（
T
A
）
等
が
待
遇
改
善
を

求
め
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
う
な

か
、
彼
ら
に
代
え
て
生
成
A
I
を

用
い
て
学
生
の
学
習
支
援
を
行
う

こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ

は
文
理
学
部
長
が
教
員
に
対
し
て

通
達
し
た
も
の
で
、
大
学
の
労
働

組
合
か
ら
は
「
生
成
A
I
を
利
用

す
る
の
で
は
な
く
、
大
学
に
と
っ

て
不
可
欠
な
人
々
へ
適
切
な
報
酬

を
与
え
る
べ
き
だ
」
と
の
反
発
を

招
い
て
い
ま
す
。

　
冒
頭
に
あ
げ
た
ア
リ
ゾ
ナ
州
立

大
学
に
て
提
案
さ
れ
て
い
る
の

は
、
C
h
a
t
G
P
T
を
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
に
利
用
す
る
こ
と
で

す
。こ
れ
に
対
し
、同
大
学
の
学
生

新
聞『T

he
 A
rizo

na
 S
tate

 
P
ress

』に
は
、A
I
が
人
間
の
教

師
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
へ
の
懸

念
が
表
明
さ
れ
て
い
ま
す
。大
学

側
も
、
現
在
の
生
成
A
I
に
は
事

実
の
捏
造
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
等
の
問
題
が
あ
る
と

し
て
、
そ
れ
ら
の
問
題
が
解
決
す

る
ま
で
は
限
定
的
な
使
用
に
と
ど

め
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
生
成
A
I
が
人
に
取
っ
て
代
わ

っ
て
大
学
内
の
活
動
を
行
う
こ
と

の
リ
ス
ク
は
検
討
す
べ
き
で
す
。

し
か
し
、
社
会
の
趨
勢
は
「
リ
ス

ク
が
あ
る
か
ら
規
制
す
る
」
だ
け

で
な
く
、「
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
た

上
で
共
存
す
る
」
こ
と
に
あ
り
ま

す
。こ
の
ど
ち
ら
の
点
に
お
い
て

も
、
大
学
で
の
議
論
は
遅
れ
を
取

っ
て
い
ま
す
。2
0
2
4
年
3
月

の
『S
tu
d
ie
s
 in
 H
ig
h
e
r 

E
ducation

』
誌
に
は
高
等
教
育

に
お
け
る
生
成
A
I
に
つ
い
て
の

特
集
が
組
ま
れ
ま
し
た
。こ
う
し

た
研
究
を
通
じ
て
生
成
A
I
の
リ

ス
ク
と
可
能
性
を
検
討
し
つ
つ
、

「
生
成
A
I
は
人
に
取
っ
て
代
わ

る
の
か
」
の
先
の
議
論
を
行
う
こ

と
が
、
大
学
人
に
は
求
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。    

　

　
　
　     （
東
岡
達
也
）

大
学
教
育
に
お
け
る
生
成
A
I  

「
人
か
生
成
A
I
か
」を
超
え
て

https://web.cshe.nagoya-u.ac.jp/
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